
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
三

京
本
隆
寺
末
、
地
子
地
河
北
郡
金
津
閥
助
馬
場

金
津
全
性
寺
末
、
地
子
地
石
川
郡
宮
腰

〆
六
ク
寺
組

京
妙
頴
寺
末
、
拝
領
地
河
北
郡
金
津
卯
辰

右
同
断
、
地
子
地
問
所

京
立
本
寺
末
、
拝
領
地
同
所

京
本
園
寺
末
、
地
子
地
同
所

灘
谷
妙
成
寺
末
、
地
子
地
問
所

〆
五
ク
寺
組

灘
谷
妙
成
寺
末
、
地
子
地
河
北
郡
金
津
卯
辰

右
同
断
、
地
子
地
同
所

右
同
断
、
地
子
地
同
所

京
立
本
寺
末
、
町
役
能
美
郡
小
松
東
町

京
妙
瀬
寺
末
‘
町
役
同
所

京
本
一
止
私
桜
山
地
子
地
問
所

戸
六
b
7

寺
組

京
本
能
寺
末
、
奔
領
地
河
北
郡
金
津
卯
辰

京
本
隆
寺
末
、
地
子
地
同
所

三
諦
山
困
肪
寺

徳
深
山
本
昌
寺

大
谷
山
妙
泰
寺

具
足
山
総
骨
・
寺

妙
光
山
長
久
寺

金
津
山
妙
膝
寺

長
柴
山
妙
玄
寺

弘
法
山
三
寅
寺

妙
蓮
山
民
成
寺

久
柴
山
常
縞
寺

玉
樹
山
立
像
寺

法
昌
山
妙
国
寺

鳳
恩
山
本
成
寺

鳳
柴
山
本
光
寺

雨
寅
山
慈
雲
寺

右
車
村
の
賀
来
寺
は
、
来
臆
書
に
、
暦
膨
二
年
に
京
都
妙
瀬
寺
の
関

山
田
像
上
人
の
弟
子
妙
珍
阿
閤
梨
、
京
都
よ
り
下
向
し
て
創
立
す
。

護
起
の
僅
越
は
妙
紡
尼
な
り
。
妙
一
時
は
足
利
高
氏
将
軍
の
代
官
海
運

と
云
ふ
仁
の
棄
な
り
。
と
あ
り
。
北
闘
に
法
華
宗
の
信
徒
多
く
成
り

た
る
は
、
是
よ
り
始
れ
り
と
も
い
へ
り
。
卯
辰
妙
正
寺
由
来
書
に
、

永
仁
二
年
に
日
像
上
人
関
東
よ
り
上
治
、
加
州
石
川
郡
大
野
村
止
宿

所
に

τ法
談
議
被
v
設
底
.
所
之
者
共
蹄
依
し
、
多
く
改
宗
し
て
俗
家

を
寺
と
す
。
と
あ
る
な
ど
陀
て
も
知
ら
れ
け
り
。
文
法
華
宗
の
名
義

に
就
い
て
は
‘
貞
享
二
年
丸
月
瀧
谷
妙
成
寺
よ
り
加
州
諸
寺
へ
の
建

書
あ
り
。
如
v
左。

今
般
各
々
由
来
寄
付
議
出
候
底
、
肩
書
に
日
蓮
宗
与
朱
書
に
而
被
昌
仰

波
-
候
付
、
意
外
大
切
之
儀
に
存
、
再
三
御
奉
行
所
h
御
断
申
上
、
法

華
宗
に
相
極
申
候
閥
、
被
ν
得
昌
共
意
一
由
来
番
付
之
肩
書
に
法
華
宗
与

調
、
蛍
月
中
に
可
v
被
昌
義
出
-
候
。
元
自
今
巴
後
宗
旨
手
形
等
に
、
法

華
宗
与
可
v
被
v
致
候
。
且
又
一
覧
以
後
、
寺
鏡
下
印
判
可
ν
被
v
成
候
。

以
上
。

丑
丸
月
七
日

本
光
寺
等
諸
寺
中

妙

成

寺

日

蓮

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三

O 

日
向
山
妙
閣
寺

教
徳
山
妙
囲
寺

妙
法
山
岡
光
寺

精
進
山
妙
正
寺

京
妙
発
寺
末
、
地
子
地
同
所

灘
谷
妙
成
寺
末
、
地
子
地
問
所

右
同
断
、
奔
領
地
同
所

右
同
断
‘
地
子
地
同
所

V
F

ム
ハ
ク
寺
組

越
後
図
本
成
寺
末
、
拝
領
地
石
川
郡
波
野
川
川
除
町
守
長
山
静
明
寺

瀧
谷
妙
成
寺
末
、
地
子
地
河
北
郡
金
津
卯
辰
妙
法
山
蓮
花
寺

京

立

本

寺

末

、

地

子

地

右

同

郡

同

所

光

明

山

立

園

寺

灘
谷
妙
成
寺
末
、
地
子
地
右
同
郡
同
所
倉
谷
山
宗
柴
寺

〆
四
ク
寺
組

右
之
通
番
立
、
妙
成
寺
迄
差
出
申
候
控
也
。

右
五
組
之
内
二
十
一
・
グ
寺
卯
辰
に
あ
り
。
此
の
内
妙
久
寺
・
宗
柴
寺

の
ニ
ク
寺
院
、
天
明
五
年
に
有
v
故
寺
破
却
せ
し
め
ら
れ
、
寺
跡
の
み

惜
別
れ
り
。
按
守
る
に
、
法
華
宗
の
寺
院
は
、
河
北
郡
車
村
質
乗
寺
.

是
加
賀
園
此
宗
汲
の
寺
院
建
立
の
濫
筋
た
る
よ
し
、
加
州
名
蹟
志
に

い
へ
り
。
範
尾
記
に
も
、
車
の
賓
乗
寺
は
蛍
園
に
て
日
蓮
宗
の
起
原

に
し

τ、
日
像
上
人
の
開
基
也
。
河
北
郡
の
山
々
に
日
蓮
宗
の
寺
院

十
一
ケ
寺
あ
り
。
故
に
此
の
谷
を
ぽ
法
華
谷
と
呼
ぺ
り
。
と
い
へ
り
。

:~ 

谷

此
の
地
は
昔
は
卯
辰
山
の
幽
谷
に
て
、
鴬
の
名
所
左
り
と
。
故
に
鴬

谷
と
呼
ぺ
り
。
今
と
て
も
此
の
地
は
、
い
に
し
へ
幽
谷
た
り
し
頃
よ

り
の
風
設
の
休
に
て
、
幽
闘
の
地
・
な
る
に
よ
り
、
春
季
は
殊
に
鴛
聾

他
所
に
晴
れ
り
と
ぞ
。
古
今
集
K
.

鴛
の
谷
よ
り
出
る
聾
な
く
ば

。
鱒

江

大

春
く
る
と
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

風
雅
人
は
殊
更
此
の
地
を
賞
し
、
鷺
獲
の
飴
情
を
興
じ
、
詩
歌
俳
譜

を
詠
吟
す
と
い
へ
り
。

。
鴬

千

旦

町

批
の
町
名
は
‘
元
総
九
年
の
肝
煎
裁
許
附
等
の
書
類
に
所
見
た
し
o

後
に
呼
ぴ
-
初
め
た
る
に
や
。
彼
の
鴛
谷
の
奮
穏
に
擦
り
て
鴬
町
と
稀

せ
し
も
の
也
。

O
卯
辰
祇
園
前

此
の
地
は
鴬
谷
の
欝
地
怠
る
が
、
世
人
祇
園
枇
あ
る
に
よ
り
紙
園
前

と
も
呼
ぺ
り
と
い
ふ
。
然
る
に
文
政
四
年
二
月
郡
地
の
ク
所
を
町
地

に
属
せ
し
時
、
卯
辰
村
領
祇
園
前
に
卯
辰
紙
闘
の
町
名
を
建

τた
り
。

O
卯
辰
統
国
社




